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研究成果の概要（和文）：本研究は、学習者によって書かれる文章の中に見られる「文法的な書

き誤り」に注目し、それを否定的に扱うのではなく積極的に指導の中に位置づけることの意義

について論じた。作文指導書や文法教科書における「書き誤り」の位置づけの検討を行い、実

際に小・中学生に書いてもらった文章を分析した結果、「書き誤り」を許容することは作文指導

における発想支援などに活かすことができるのではないかという点を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the availability of guidance 
for writing with a " clerical error " that can be seen in the text of the learner. After 
conducting a study of place in grammar textbooks and writing tutorial of "clerical error 
", and analyzed the text the learner actually wrote, I made it clear that allowing the 
" clerical error " is useful, for example, creativity support in writing guidance 
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１． 研究開始当初の背景 

 我が国の国語教育のおける「文法」は、明

治 5年の「学制」公布以来、常に学校教育の

中で教えられるべき指導内容として位置づ

けられようとしていた。そこでは様々な指導

目標・指導内容が提示されてきた。明治 30

年以降、国語意識の涵養といった問題とも結

びつきが強まり、文法指導の中で示される明

示的・体系的な知識にはある種の規範性も付

与されるに至った。それは、今日の「知識偏

重・暗記重視」の文法指導の根本原因になっ

ている。 

 そのような状況を打開するためにはどう

すべきかについて論じることが、戦後期にお

ける文法指導研究の一貫したテーマとなっ

ているように思われる。文法的な知識をただ

「与える」のではなく、学習者の文章表現や

文章理解に「役立てる」ための文法指導とは

どうあるべきかが模索されてきたといって

も過言ではない。たとえば、昭和 20 年代に

おけるいわゆる「機能文法」に関する議論や

児言研・教科研におけるあらたな指導内容の

模索などがそれに相当するであろう。 

 こうした戦後文法教育において大事にさ

れようとしてきた「『与える』から『役立て

る』へ」という理念を引き継ぎつつ、自身も

「学校文法」観を転換させることの重要性を

指摘し、学習者の言語活動に寄り添った文法
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指導にすべきであるといった提言を行って

きた。 

 しかし、なかなか状況は変化しない。文法

指導は依然として「知識偏重・暗記重視」で

行われている。文法に関する知識を含んだ

「国語の特質に関する事項（言語事項）」は、

学習指導要領においては「話すこと聞くこ

と」・「書くこと」・「読むこと」の活動を

通して指導されるものとされているが、どの

ような指導を行うことがそれを実現するこ

とにつながるのかという点については今後

さらなる追究が求められなければならない。 

 そうした問題意識に基づき、本研究で注目

するのが、学習者が書く文章の中に存在する

「文法的な書き誤り」である。 

 たとえば、作文指導の中で文法的な知識を

活かすための手だてとして「推敲活動」にお

ける添削を取り上げることができる。学習者

の文章表現の中にあらわれた「文法的な書き

誤り」（主語・述語の呼応関係の乱れなど）

を、指導者が訂正するという指導はきわめて

一般的に行われているように思われる。そこ

においては、総じて「文法的な書き誤り」が

学習者の文章表現に存在してはならないも

のとして、否定的に扱われている。 

 しかし、そもそも学習者は自分自身の表現

が誤っているとは思っていないためにその

ような文を書いてしまうのである。誤ってい

ることを指摘し正しい用法を提示すること

が、指導の手だてとして必ずしも有効である

とは言えない。かえって学習者の文章表現意

欲を萎縮させてしまう結果をも生じさせか

ねないこともなる。主述のねじれ・論理的な

不整合といった「文法上の書き誤り」は、適

切な文章表現を獲得する際の過渡期に生じ

るものといった形で捉え直していく必要が

ある。そのように捉え直すことによって、た

とえ不完全であったとしても、「文法的な書

き誤り」を含んだ文章を書くという行為を、

学習者の文章表現能力向上のために、作文指

導の中に積極的に（肯定的に）位置づけるこ

とが可能となる。 

 
２．研究の目的 
本研究においては、まずは学習者の文章表

現における「文法的な書き誤り」に対する認

識をあらためるために、これまでの作文指

導・文法指導の中で、学習者の文章中に見ら

れる「文法的な書き誤り」がどのように位置

づけられてきたのか、その歴史的な経緯に対

して検討を行う。特に、それらがなぜ「誤り」

とされるにいたったのかという点に対して

考察を加え、その妥当性について論じること

とする。そして、「誤り」として指導過程か

ら捨象するのではなく、そうした「書き誤り」

を含んだ文章を書くことの積極的な意義に

ついて論じるために、学習者の文章中に表れ

た書き誤りの分析を行うこととする。 
 
３．研究の方法 
（１）まず、これまでの文法指導・作文指導

において「文法的な書き誤り」であるとされ

てきた文章上の特徴に再検討を加えること

を中心課題とする。そのような文章上の特徴

にはどのようなものがあるのかを洗い出し、

そうした誤りがどうして生じてしまうのか

といった点について、先行論に学びつつ自身

の立場を確かなものにしていく。そして、こ

れまでの文法指導・作文指導の中で「文法的

な書き誤り」とされてきた学習者の文章表現

上の特徴を、文章表現能力を獲得する過渡期

に生じる必然的なものと位置づけることを

目指す。 

 （２）（１）の成果をふまえ、実際の小学

生ならびに中学生に「文法的な書き誤り」に

こだわらずに自由に文章を書いてもらい、そ

の内容を分析することによって、そうした文

章を書く行為の有する作文指導における有

効性を明らかにすることを目的とする。 

なお、その際「文法的な書き誤り」にこだ

わらずに学習者に文章を書いてもらうため

の手立てとして、「プライベート・ライティ

ング」に注目する。 

 プライベート・ライティングとは、「ピー

ター・エルボーとパット・ベラノフという才

気溢れる二人のライティング教師によって

作り出された言葉で、自分のためだけにすば

やく思考を紙上に書き出す方法」（マーク・

リービー著，・森重優美訳『書きながら考え

るとうまくいく プライベート・ライティン

グの奇跡』ＰＨＰ出版，2004，p.18）である。 

 これまでの作文指導において、学習者が書



くことを要求されてきた文章は、基本的には

以下の要件が求められてきた。 

・一貫したテーマ 

・論理的整合性 

・誤字・脱字、文のねじれなどのない叙述 

それに対して、プライベート・ライティン

グは以下の理念に基づいて行われることで、 

その常識を悉く覆すものとして注目される。 

○冴えない考え、下手な書きぶりを許容 

○できるだけ速く 

○限られた時間で 

○考える言葉で 

○思考に導かれるままに 

これまで「文法的な書き誤り」であるとさ

れていた文章上の特徴などを、学習者の文章

表現行為のなかで許容しつつ、プライベー

ト・ライティングを行ってもらった場合、そ

こには学習者が本来有する構文操作能力が

顕示され、学習者が「本当に書きたい」と思

っている内容がそこに含まれることが推察

される。 

 

４．研究成果 

学習者の文章表現の中に見られる「文法的

な書き誤り」研究の再検討を行うために、こ

れまでの作文指導・文法指導の中で、学習者

の文章中に見られる「文法的な書き誤り」が

どのように位置づけられてきたのか、資料収

集を行い、その歴史的な経緯に対して考察を

加え、その妥当性について論じた。収集した

資料は次の通りである。 

①  教科書関係資料…明治～昭和戦前期に

おける国定教科書・国定読本など、「正

しい文体」を学習者の目に触れるレベル

で具体的に提示したものとして、これら

の資料を位置づけ、その内実を明らかに

するための検討を行った。 

②  文法指導関係資料…明治～昭和戦前期

に刊行されていた文法の教科書を中心に

資料収集を行った。いわゆる「文語文」

を書くことが指導目標として認められて

いた当時において、文法レベルでどのよ

うに「書き誤り」を規定しようとしてい

たのか検討を行った。 

③ 日本語誤用分析関係資料…日本語学の分

野で「誤用」がどのように分析されてい

るかを確認するために資料収集を行っ

た。これらにおいては、主に非母語話者

の誤用が分析の対象となっており、母語

話者の誤用を考える手がかりを得ること

ができた。 

これらの資料を用いて分析を行った結果、

これまでの作文指導において認められよう

としてきた「書き誤り」は、それぞれの時期

に於ける文体状況における「規範」の推移に

したがって揺れが見られることが確認され、

それに連動することによって文法指導にお

ける指導内容も規範性を獲得するに至った

のではないかという点を指摘した。 

 以上をふまえ、実際の小学生ならびに中学

生に「文法的な書き誤り」にこだわらずに文

章を書いてもらうための方法を措定し、実際

に書いてもらった文章を分析することによ

って、「文法的な書き誤り」にこだわらずに

文章を書く行為の作文指導における可能性

について論じた。 

 書いてもらうための方法については、大学

生に対する予備調査を行い、「プライベー

ト・ライティング」の手法をベースにしつつ、

先行研究・先行実践のなかで採られている方

法を参考にして、以下の点に留意しつつ学習

者に文章を書いてもらうことにした。 

 ・ 心に思い浮かんだことを思い浮かんだ

ままに書き出す。 

 ・ できるだけ速く、限られた時間の中で

書く。 

 ・ 考える言葉で、できるだけ長い文章を

書く。 

 ・ 漢字の誤りや文のねじれ・展開の飛躍

などを気にしないようにして書く。 

 以上に基づき、千葉市内の中学校・小学校

の子どもたちに対して調査を行い、書かれた

文章内容の分析を行った結果、以下の点が明

らかになった。 

①  「『思ったことを書きなさい』という

教師による指示（言葉かけ）だけでは

書けない」とよく言われているが、そ

こで書くべき内容について限定をかけ

ずに何を書いても許容しようとする場

を設定していけば、何かしら書けるも

のを子どもたち一人一人は持ってい

る。 



②  子どもたちによって書かれた文章の

中の「文法的な書き誤り」には、論の

飛躍・文末表現の不十分な記述などが

多く見られる。 

③  文章内容については、自分のしたいこ

とやほしいものなどが中心となってい

る。 

 検討の余地は残されているが、本研究にお

ける調査から、「文法的な書き誤り」にこだ

わらずに書くことは、書くことの指導におけ

る発想支援あるいは構想（下書き）指導への

援用可能性を見いだすことができた。 
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